
解析方式一覧

2026年9月1日更新 対応可否 (＊1)

方式名 用途 バージョン 説明 テキスト (＊2) 構造把握 (＊3) 非言語情報 (＊4) 長文解析 (＊5) 備考

解析方式

画像解析 用途を問わない 202609 ファイルを画像としてAI解析します。テキストのみならず、画像やチェックボックスなど非テキ
スト情報も抽出できる汎用性の高い解析方式です。

◯ ◯ ◯ △ デフォルトの解析方式

ファイル解析 ドキュメント全般 202606 ファイル自体を直接、AI解析します。AIがファイルの内容の応じて最適な解析方式を自動選
択するため、テキスト、図表など多様なドキュメントの解析に対応します。

◯ ◯ △ ◎

テキスト解析 長文を含むテキスト中心 202601 ファイルに含まれるテキストを抽出してからAI解析します。ドキュメントの構造が単純、球は
文字量の多い場合に最適な解析方式です。

◎ △ ✖ ◎

＊1：解析方式ごとの解析用途の得意不得意を示します。

　✖：対応できません。

　△：対応はできますが、得意としません。

　◯：対応できます。

　◎：対応でき、得意とします。

＊2：テキストの読み取り精度を示します。手書き文字等の解析精度に関係します。

＊3：ドキュメント全体の構造をどれだけ把握できるかを示します。構造把握が優れているほど、複雑な表形式や特殊なフォーマットへの対応能力が向上します。

＊4：チェックボックスやアンダーライン、取り消し線などテキストではない情報がどれだけ読み取れるかを示します。

＊5：ページ数が多かったり、データ量の多いのドキュメント解析の得手不得手を示します。


